
「学生に選ばれる魅力ある学校づくりの実践報告」 

 

 令和８年８月 25日、関東甲信越ブロック研修会を開催しました。1都 9県の学校から 91

名がオンラインで参加しました。昨今の看護専門学校をめぐる社会情勢は厳しい状況が続

いています。そこで、昨年に引き続き「学生に選ばれる 魅力ある学校づくりの実践報告」

をテーマに研修会を行いました。 

 まず初めに、諏訪中央病院看護専門学校の戸塚喜久子先生から「何かを足す教育から引き

算の業務整理へ」の実践報告がありました。熱意と善意に支えられた現場の限界に対して、

業務を見直し抱え込まないシステムを作ることで教員の余裕が生み出されるという成果が

伝えられました。ゼロから考えてみる、やめる決断と勇気を持つという姿勢に、大きな勇気

をいただきました。 

次に、SUBARU健康保険組合太田高等看護学院の茂木優子先生から「定員充足率 100％を維

持するための教育と後方の実践」について報告されました。広報活動、国試対策、実習指導、

学生支援、自治会活動などはいずれの学校でも取り組んでいる内容です。それらに対する課

題の分析と明確化、実際の取り組みが具体的に示され、いずれの報告も自校の改善策につな

がるヒントが数多くちりばめられていると感じました。継続される教育活動から学生の主

体的な行動につながっており、大切にしている「共創」が学校の魅力になっていることが理

解できました。 

そして、新潟県厚生農業協同組合連合会 佐渡看護専門学校の木戸寛子先生から「他校と

の交流を活かした学内教員研修の取り組み」が報告されました。教育力や教育の質の向上を

目指しているものの、目の前の業務に追われ、これでよいのかと悩む教員もいると思います。 

今回ＳＤ合同研修による教員の視野や価値観が拡大したという実践報告に対して、「実際の

内容」「教員の変化は？」など多くの質問が寄せられていたことから、協同学習に対する関

心の高さが感じられました。自校の枠に固執することなく、相互に学びあう姿勢が、看護教

育の幅を広げることにつながることを学びました。 

実践報告をふまえて行われたグループワークでは、自校の紹介として現状の課題や悩み

を共有しながら、相互に自校の強みを認識できる意見交換が繰り広げられました。 

最後は、山田かおる先生から、ゆとり教育がもたらした現在の教育の課題と今回の実践報

告のつながりや、看護専門学校の危機は学校の問題にとどまらず地域医療の危機であるこ

とを社会化する重要性、そして「看護の魅力」を社会に発信していきましょう、という力強

いメッセージで締めくくられました。今後も協議会の横のつながりを大切に、学生に選ばれ

る魅力ある学校づくりを推進してまいりましょう。本研修にご協力いただいた皆様に感謝

申し上げます。 
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